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北海道東部，別保原野に分布するハンモック状微地形

―内部構造の記載と堆積物の試料分析―

Sedimentological Features of Hummocky Microforms in 

Beppo Mire, Eastern Hokkaido, Japan

高石　翔＊，尾方　隆幸＊＊

Sho TAKAISHI＊ and Takayuki OGATA＊＊

Abstract
　　　In eastern Hokkaido, deep seasonal frost enhances freeze-thaw processes, which forms 
hummocky microforms on seasonally frozen mires. Field observations were undertaken in Beppo 
Mire (�3°0�′N, ���°3�′E), which is covered with sedge and other herbs, surrounded by oak forest. 
Hummocks lie on the whole of sedgy mire. Their sediments consist of silty soil with low organic 
materials. Silty mineral soil shows low density, which may suggest frost heave and uneven subsidence 
processes. 
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Ⅰ .�はじめに
　永久凍土地域および季節凍土地域には，凍結融
解作用に起因するさまざまなタイプのハンモック
状微地形が形成される（たとえば，Washburn，
�979）。 し か し， こ れ ら の 微 地 形 の 呼 称 は，
"earth hummocks" "thufur" "pounus" など，実に
多様であり，国際的に統一した見解があるとは言
いがたい（Grab，2005）。日本にも，北海道東部
などに周氷河性と考えられているハンモック状微
地形が分布するが，地形学的な定義は定まっては
いない（尾方，2006）。
　北海道東部にみられるハンモック状微地形とし
て，山田（�959）は，「谷地坊主」と「十勝坊主」
を記載した。両者は植生や土壌，分布地の水文環
境などに違いがあるとされるが，どちらも周氷河
性の構造土であると結論づけている。また，いず
れも海外で記載されている微地形とは異なるもの
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のようだと指摘している。一方，北海道のハンモッ
ク状微地形を「アースハンモック」とみなした周
氷河地形学からの研究もなされてきた（小疇ほか，
�97�；沖田ほか，�979；曽根ほか，�999；天井澤，
200� など）。
　こうした状況の中，筆者の１人である尾方は，

「谷地坊主」「十勝坊主」「アースハンモック」の
三者の関係がはっきりしていないという立場か
ら，スゲ湿原に形成される微地形の調査を進めて
いる。根室半島のスゲ湿原では，中緯度季節凍土
帯としては比較的大型のハンモック状微地形が形
成されていること（Ogata，2007；小林，2007），
スゲ湿原の不均一な植被が差別凍上を促している
可能性（Ogata and Wakamatsu，2008）などが
報告されているが，スゲ湿原に形成されるハン
モック状微地形の内部構造については，十分な調
査がなされていない。
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　そこで筆者らは，スゲ湿原におけるハンモック状
微地形（以下「ハンモック」とする）の内部構造を
明らかにするため，北海道東部の釧路町に位置す
る別保原野（北緯 �3°0�′，東経 ���°3�′，図
１）で調査を行った。本稿では，ハンモック分布域
の植生調査，内部構造の記載，堆積物試料のサン
プリングと室内分析（密度と強熱減量の測定）の
結果を報告する。なお，調査地に近い釧路市の年
平均気温は 6.�℃（アメダス地点釧路における �990
～ 2009 年の平均値）で，小疇ほか（�97�）の指摘
するアースハンモックの形成条件「年平均気温６℃
以下」からみると，分布限界付近に位置している。

Ⅱ .�調査方法
　20�0 年８月下旬から９月上旬にかけて野外調
査を実施した。まず，携帯 GPS（GARMIN 社 
COLORADO 300）を用いて，調査地の相観植生
図を作成した。次に，調査地に分布するハンモッ
クから４つ（以下，ハンモック１～４とする）を
選定し，高さ（H）・長径（L）・短径（W）およ
び長軸の向きを測定した。その際，ハンモックの
サイズを正確に測定するため，ハンモック上およ
びその周囲の植生を，ねじりガマで取り除いた。
高さ・長径・短径の測定には巻尺と折尺を，長軸
の向きの測定にはクリノメーターを用いた。
　続いて，形状を計測したハンモックをスコップ

で切断し，さらにピットを掘り，ハンモック部分
を含めた切断面をねじりガマで整形した。その切
断面を観察し，ハンモック間の平坦面（ハンモッ
ク基部）から 70 cm までの深さの層序と堆積物
を，� mm 方眼紙に記載した。そして，ハンモッ
ク１から５試料，ハンモック２から６試料，ハン
モック３から６試料，ハンモック４から５試料，
合計 22 の堆積物試料を，�00 cc コアサンプラー
で採取した。８月 26 日および 28 日の同時刻（�6
時 30 分）には，４つのハンモックおよび調査地
内の井戸で，ハンモック基部（井戸の場合は地表
面）から地下水面までの深さ（以下，これを地下
水位とする）を測定した。
　20�0 年９月下旬に，すべてのハンモックの堆
積物試料について，密度と強熱減量を測定した。
採取された試料を，るつぼに入れて炉乾（��0℃，
2� 時間）させ，電子天秤で乾燥重量を求めた。
続いて，得られた乾燥試料をマッフル炉に入れ，
600℃で４時間燃焼させ，改めて電子天秤で重量
を測定し，測定前後の重量から強熱減量を求めた。

Ⅲ .�調査結果
１.�ハンモック分布地の植生
　調査地は，標高約 20 m の平坦面に広がる約
250 m × �50 m の湿地で，ミズナラを主体とす
る森林がこの湿地を取り巻いている。湿地の西
端を上別保川が南流し，調査地の中央には国道
272 号線が通る。調査地では，スゲ（カブスゲ：
Carex caespitosa L.）の卓越しているところのほぼ
全域にハンモックがみられる。カブスゲは，谷地
坊主を構成するスゲである（山田，�959）。
　図２に調査地の相観植生図を示す。スゲ湿原は
調査地の西部に広がり，そのほぼ全域にハンモッ
クが分布する。スゲ湿原には，部分的に，ヨシ，
ハンゴンソウ，オオブキ，ホザキシモツケも生育
する。ヨシ湿原は調査地の東部に多く，スゲ類が
混生することもあるが，ハンモックは形成されて
いない。ハンゴンソウ草原は，調査地の西部のミ
ズナラ林に沿うように分布し，スゲが混生してい
るところには局所的にハンモックが形成されてい
る。国道 272 号線の両側には水路があり，水路沿
いにはオオブキ草原がみられる。調査地の北東部
と南端にはホザキシモツケ林が点在する。

図1　高石・尾方
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２.�ハンモックの記載
　測定されたハンモックの形状データを表１に
示す。長径（L）と短径（W）のデータから，平
均径（D）を（L ＋ W）/ ２として求めた。また，
平面形の長円度および断面形の突出度をみるた
め，W/L 比と H/D 比を求めた。高さ，長径，短
径，平均径を４つのハンモックで平均すると，そ
れぞれ 30.8 cm，8�.0 cm，�6.8 cm，65.� cm であっ
た。長軸の向きに規則性はみられなかった。W/L
比と H/D 比の平均値はそれぞれ 0.56 と 0.�8 であ
り，平面形は楕円で，断面形は横長の場合と縦長
の場合があった。
　ハンモックの断面図を図３に示す。すべてのハ
ンモックで，頂部に厚さ１～４ cm の未分解の植
物遺体が堆積していた。ハンモック内部は黒褐色
のシルト質堆積物（以下，黒褐色シルト質土）で
充たされ，およそハンモック基部を境に，その下
位は茶褐色のシルト質堆積物（以下，茶褐色シル
ト質土）で構成されていた。この堆積物はハンモッ

ク基部から約 70 cm 深まで確認され，それ以下
も同様の堆積物が続いていると推察される。茶褐
色シルト質土中には，層厚１～３ cm でほぼ水平
に堆積するテフラが，�3 ～ 22 cm 深に狭在して
いた。堆積物のインボリューション（クリオタベー
ション）構造は確認されなかった。
　ハンモックの地下水位は，８月 26 日には 2�.6
～ ��.7 cm，8 月 29 日では 30.5 ～ 52.3 cm であっ
た。井戸の地下水位は，８月 26 日には 39.5 cm，
８月 29 日では �7.0 cm であった。
　堆積物試料の密度プロファイルを図４に，強熱
減量のプロファイルを図５に示す。強熱減量は，
黒褐色シルト質土で �.2 ～ ��.2％，茶褐色シルト
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図２　調査地の相観植生図

表1　 ハンモックの形状データ

ハンモック1 ハンモック2 ハンモック3 ハンモック4 平均
高さ H 27.2 30.4 35.5 30.2 30.8
長径 L 81.5 78.4 79.5 96.6 84.0
短径 W 56.0 43.5 43.5 44.0 46.8

平均径 D 68.8 61.0 61.5 70.3 65.4
長軸の向き N70°E N20°E S60°E  S50°E -

短径／長径 W/L 0.69 0.55 0.55 0.46 0.56
高さ／平均径 H/D 0.40 0.50 0.58 0.43 0.48

図３　�ハンモックの断面図
　　　 ×はサンプリングした位置。スケールは�0 cm

目盛。黒褐色シルト質土と茶褐色シルト質土
の境界は，土質がほぼ均一であったので，破
線で示した。

表１　ハンモックの形状データ
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質土で 3.3 ～ �.�％であった。密度は，黒褐色シ
ルト質土で 0.02 ～ 0.35 g/cm3，茶褐色シルト質
土で0.37～0.63 g/cm3 の範囲にあった。全体的に，
ハンモック内部を充たしている黒褐色シルト質土
の密度が低く，ハンモック基部のあたりで急激に
密度が高くなっている。以下，個々のハンモック
について詳述する。

（１）ハンモック１
　地下水位は，８月 26 日には 2�.6 cm，８月 29
日では 30.5 cm で，計測したハンモックの中で最
も浅い位置にあった。短径が最も大きく，W/L
比と H/D 比はそれぞれ 0.69 と 0.�0 で，平面形は
やや円に近く，断面形は横長であった。
　ハンモック内部の黒褐色シルト質土（�-A およ
び �-B）では，それぞれ，強熱減量が 7.6％およ
び �.2％，密度が 0.05 g/cm3 および 0.�7 g/cm3 で
あった。ハンモック直下の茶褐色シルト質土（�-C）

では，強熱減量が 3.6％，密度が 0.50 g/cm3 であっ
た。テフラの層を挟む茶褐色シルト質土（�-D お
よび �-E）では，それぞれ，強熱減量が 3.�％お
よび 3.3％，密度が 0.5� g/cm3 および 0.63 g/cm3

であった。

（２）ハンモック２
　地下水位は，８月 26 日には 33.� cm，８月 29
日では ��.5 cm であった。短径と平均径が最も小
さく，W/L 比と H/D 比はそれぞれ 0.55 と 0.50 と，
平面形は楕円で，断面形は完全な半円であった。
　ハンモック内部の黒褐色シルト質土（2-A，
2-B，2-C）では，それぞれ，強熱減量が 8.2％，
9.0％，5.�％で，密度は 0.06 g/cm3，0.06 g/cm3，
0.35 g/cm3 であった。ハンモック直下の茶褐色シ
ルト質土（2-D）では，強熱減量が �.3％，密度が
0.�5 g/cm3 であった。テフラの層を挟む茶褐色シ
ルト質土（2-E および 2-F）では，それぞれ，強
熱減量が �.0％と 3.5％，密度が 0.37 g/cm3 と 0.50 
g/cm3 であった。

（３）ハンモック３
　地下水位は，８月 26 日には ��.7 cm，８月 29
日では 52.3 cm で，計測したハンモックの中で最
も深い位置にあった。高さが最も大きく，短径は
最も小さかった。W/L 比と H/D 比はそれぞれ 0.55
と 0.58 であり，平面形は楕円で，断面形はやや
縦長であった。
　ハンモック内部の黒褐色シルト質土（3-A，
3-B，3-C）では，それぞれ，強熱減量が ��.2％，
7.2％，5.�％で，密度は 0.02 g/cm3，0.06 g/cm3，
0.�2 g/cm3 であった。ハンモック直下の茶褐色シ
ルト質土（3-D）では，強熱減量が �.�％，密度が
0.�� g/cm3 であった。テフラの層を挟む茶褐色シ
ルト質土（3-E および 3-F）では，それぞれ，強
熱減量が 3.9％と 3.6％，密度が 0.�7 g/cm3 と 0.57 
g/cm3 であった。

（４）ハンモック４
　地下水位は，８月 26 日には 38.6 cm，８月 29
日では �8.8 cm であった。長径と平均径が最も大
きく，W/L 比と H/D 比はそれぞれ 0.�6 と 0.�3 と，
平面形は楕円で，断面形はやや横長であった。
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図４　堆積物の密度プロファイル
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　ハンモック内部の黒褐色シルト質土（�-A およ
び �-B）では，それぞれ，強熱減量が 9.0％およ
び �.5％，密度が 0.0� g/cm3 および 0.29 g/cm3 で
あった。ハンモック直下の茶褐色シルト質土（�-C）
では，強熱減量が 3.7％，密度が 0.37 g/cm3 であっ
た。テフラの層を挟む茶褐色シルト質土（�-D お
よび �-E）では，それぞれ，強熱減量が �.0％お
よび �.�％，密度が 0.5� g/cm3 および 0.6� g/cm3

であった。

Ⅳ .�まとめ
　本稿では，別保原野のスゲ湿原に形成されてい
るハンモックを記載し，堆積物の密度と強熱減量
を求めた。調査した４つのハンモックの平均高さ・
長径・短径・平均径はそれぞれ，30.8 cm，8�.0 
cm，�6.8 cm，65.� cm であった。ハンモック内
部のほとんどは黒褐色シルト質土で充たされてお
り，ハンモック基部付近を境に，それ以下は茶褐
色シルト質土からなっていた。黒褐色シルト質
土の密度は 0.02 ～ 0.35 g/cm3，強熱減量は �.2 ～
��.2％で，茶褐色シルト質土の密度は 0.37 ～ 0.63 
g/cm3，強熱減量は 3.3 ～ �.�％であった。ハンモッ
ク内部を充たす黒褐色シルト質土は，その下位に
ある茶褐色シルト質土に比べて，密度が低く，強
熱減量が高かった。
　調査したハンモックは，内部を充たす堆積物の
強熱減量が低いため，植物体そのものによって形
成された微地形とは考えにくい。ハンモック内部
の堆積物が低密度であったことを考えると，天井
澤（200�）が推察している，凍上と不等沈下によっ
て形成された微地形である可能性がある。また，
植生からみると，ハンモックを被覆しているカブ
スゲは谷地坊主を構成する種である。これらの点
と気候条件を考え合わせながら，別保原野のスゲ
湿原に形成されているハンモックが周氷河プロセ
スによって形成されたものかどうか，検討が必要
である。
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